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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、前記方法は基地局が実行し、
　単一のキャリア上で複数のサブフレームを送信すること、前記複数のサブフレームが、
第１のキャリアタイプに関連するサブフレームの第１のセットと、第２のキャリアタイプ
に関連するサブフレームの第２のセットとを含み、前記第１のキャリアタイプと前記第２
のキャリアタイプの両方は、前記単一のキャリア上でサポートされる、と、
　前記複数のサブフレームのセット中のいずれのセットが、前記第１のキャリアタイプに
関連する複数のサブフレームの前記第１のセットであり、および前記複数のサブフレーム
のセット中のいずれのセットが、前記第２のキャリアタイプに関連する複数のサブフレー
ムの前記第２のセットであるかを、ユーザ機器（ＵＥ）に示すこと、ここにおいて、前記
ＵＥに示すことは、前記ＵＥに送信される、前記ＵＥの動作を制限する情報を備える信号
で前記ＵＥに示すことを備える、と、
　送信、監視および測定を含む、ＵＥの動作によって使用される複数のサブフレームを、
複数のサブフレームの前記第１のセットまたは複数のサブフレームの前記第２のセットに
制限すること、ここにおいて、前記制限することは、前記ＵＥの動作を制限する情報が前
記第１のキャリアタイプへの動作を制限する情報である場合、前記ＵＥの動作によって使
用される前記サブフレームを前記第２のセットに制限することを備え、前記ＵＥの動作を
制限する情報が前記第２のキャリアタイプを制限する情報である場合、前記ＵＥの動作に
よって使用される前記複数のサブフレームを前記第１のセットに制限することを備える、
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と
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記ＵＥに対して、第２のキャリアタイプＵＥのために使用される実際の帯域幅とは異
なる帯域幅を第１のキャリアタイプＵＥが使用することを広告することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記動作がページングオケージョンを備え、複数のサブフレームの前記第１のセットが
複数のサブフレームの前記第２のセットから直交する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ネットワークローディングに少なくとも部分的に基づいてページングオケージョンを定
義することをさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　第１のキャリアタイプＵＥについてページングオケージョンを監視するための少なくと
も１つの第１のサブフレームと、第２のキャリアタイプＵＥについてページングオケージ
ョンを監視するための少なくとも１つの第２のサブフレームとを定義することをさらに備
える、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記示すことが、前記単一のキャリアを前記第２のキャリアタイプとして示すためにマ
スタ情報ブロック（ＭＩＢ）またはシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中で予約済みビット
を送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレス通信の方法であって、前記方法はユーザ機器（ＵＥ）が実行し、
　単一のキャリア上で複数のサブフレームを受信すること、前記複数のサブフレームが、
第１のキャリアタイプに関連する複数のサブフレームの第１のセットと、第２のキャリア
タイプに関連する複数のサブフレームの第２のセットとを含み、ここで、前記第１のキャ
リアタイプと前記第２のキャリアタイプの両方は、前記単一のキャリア上でサポートされ
る、と、
　前記複数のサブフレームのセット中のいずれのセットが、前記第１のキャリアタイプに
関連する複数のサブフレームの前記第１のセットであり、および前記複数のサブフレーム
のセット中のいずれのセットが、前記第２のキャリアタイプに関連する複数のサブフレー
ムの前記第２のセットであるかを判断すること、と、
　複数のサブフレームの前記第１のセットまたは複数のサブフレームの前記第２のセット
への、送信、監視および測定を含む前記ＵＥの動作によって使用される複数のサブフレー
ムの制限を受信すること、ここにおいて、前記判断することは、前記制限を受信した信号
内に含まれる指示に基づいて判断することを備える、と、
　前記制限が前記ＵＥの前記動作による使用を前記複数のサブフレームの第１のセットに
制限する制限である場合、前記ＵＥの前記動作を前記複数のサブフレームの第１のセット
に制限することと、
　前記制限が前記ＵＥの前記動作による使用を前記複数のサブフレームの第２のセットに
制限する制限である場合、前記ＵＥの前記動作を前記複数のサブフレームの第２のセット
に制限することと
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項８】
　前記第１のキャリアタイプがレガシーキャリアタイプを備え、前記第２のキャリアタイ
プが新しいキャリアタイプを備える、請求項１または７に記載の方法。
【請求項９】
　前記単一のキャリアが通信のための周波数帯域である、請求項１または８に記載の方法
。
【請求項１０】
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　前記動作が、複数のサブフレームの前記第１のセットまたは複数のサブフレームの前記
第２のセットを監視することを備える、請求項１または８に記載の方法。
【請求項１１】
　単一のキャリア上で複数のサブフレームを送信するための手段、前記複数のサブフレー
ムが、第１のキャリアタイプに関連する複数のサブフレームの第１のセットと、第２のキ
ャリアタイプに関連する複数のサブフレームの第２のセットとを含み、ここで、前記第１
のキャリアタイプと前記第２のキャリアタイプの両方は、前記単一のキャリア上でサポー
トされる、と、
　前記複数のサブフレームのセット中のいずれのセットが、前記第１のキャリアタイプに
関連する複数のサブフレームの前記第１のセットであり、および前記複数のサブフレーム
のセット中のいずれのセットが、前記第２のキャリアタイプに関連する複数のサブフレー
ムの前記第２のセットであるかを、ユーザ機器（ＵＥ）に示すための手段、ここにおいて
、前記ＵＥに示すための手段は、前記ＵＥに送信される、前記ＵＥの動作を制限する情報
を備える信号で前記ＵＥに示すための手段を備える、と、
　送信、監視および測定を含むＵＥの動作によって使用されるリソースブロックを、複数
のサブフレームの前記第１のセットまたは複数のサブフレームの前記第２のセットに制限
するための手段、ここにおいて、前記制限するための手段は、前記ＵＥの動作を制限する
情報が前記第１のキャリアタイプへの動作を制限する情報である場合、前記ＵＥの動作に
よって使用される前記サブフレームを前記第２のセットに制限するための手段を備え、前
記ＵＥの動作を制限する情報が前記第２のキャリアタイプを制限する情報である場合、前
記ＵＥの動作によって使用される前記複数のサブフレームを前記第１のセットに制限する
ための手段を備える、と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１２】
　単一のキャリア上で複数のサブフレームを受信するための手段、前記複数のサブフレー
ムが、第１のキャリアタイプに関連する複数のサブフレームの第１のセットと、第２のキ
ャリアタイプに関連する複数のサブフレームの第２のセットとを含み、ここで、前記第１
のキャリアタイプと前記第２のキャリアタイプの両方は、前記単一のキャリア上でサポー
トされる、と、
　前記複数のサブフレームのセット中のいずれのセットが、前記第１のキャリアタイプに
関連する複数のサブフレームの前記第１のセットであり、および前記複数のサブフレーム
のセット中のいずれのセットが、前記第２のキャリアタイプに関連する複数のサブフレー
ムの前記第２のセットであるかを判断することと、
　複数のサブフレームの前記第１のセットまたは複数のサブフレームの前記第２のセット
への、送信、監視および測定を含むＵＥの動作によって使用される複数のサブフレームを
制限を受信するための手段、ここにおいて、前記判断することは、前記制限を受信した信
号内に含まれる指示に基づいて判断することを備える、と、
　前記制限が前記ＵＥの前記動作による使用を前記複数のサブフレームの第１のセットに
制限する制限である場合、前記ＵＥの前記動作を前記複数のサブフレームの第１のセット
に制限するための手段と、
　前記制限が前記ＵＥの前記動作による使用を前記複数のサブフレームの第２のセットに
制限する制限である場合、前記ＵＥの前記動作を前記複数のサブフレームの第２のセット
に制限するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１０の方法のうちのいずれか一項を実行するためのプログラムコードを記
録した、ワイヤレス通信のためのコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、開示の全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１２年
５月１１日に出願された「COEXISTENCE BETWEEN LEGACY CARRIER TYPES AND NEW CARRIER
 TYPES」と題する米国仮特許出願第６１／６４６，２２４号、および２０１２年５月１８
日に出願された「COEXISTENCE BETWEEN LEGACY CARRIER TYPES AND NEW CARRIER TYPES」
と題する米国仮特許出願第６１／６４９，１８８号に対する米国特許法第１１９条（ｅ）
項に基づく利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、レガシ
ーキャリアタイプと新しいキャリアタイプとの間の共存（coexistence between legacy c
arrier types and new carrier types）に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シ
ステム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割
多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の（emerging）電気通信規格の一例はロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：Third Generation Partnership Project）によって公
表されたユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecom
munications System）モバイル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改
善することによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポート
し、コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク
（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用
し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合
するように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需
要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これ
らの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能で
あるべきである。
【０００５】
　[0005]ここでは、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示の特徴およ
び技術的利点についてやや広く概説した。以下で、本開示の追加の特徴および利点につい
て説明する。本開示は、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を変更または設計す
るための基礎として容易に利用され得ることを、当業者は諒解されたい。また、そのよう
な等価な構成は、添付の特許請求の範囲に記載の本開示の教示から逸脱しないことを、当
業者は了解されたい。さらなる目的および利点とともに、本開示の編成と動作の方法の両
方に関して、本開示を特徴づけると考えられる新規の特徴は、添付の図に関連して以下の
説明を検討するとより良く理解されよう。ただし、図の各々は、例示および説明のみの目
的で与えたものであり、本開示の限界を定めるものではないことを明確に理解されたい。
【発明の概要】
【０００６】
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　[0006]ワイヤレス通信の方法が、第１のキャリアタイプに関連するリソースの第１のセ
ットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセットとを有する周波数帯域
中で行われる。一構成では、第１のキャリアタイプは新しいキャリアタイプであり、第２
のキャリアタイプはレガシーキャリアタイプである。レガシーＵＥは、第２のキャリアタ
イプからの信号のみを受信し得る。しかしながら、新しいＵＥは、第１のキャリアタイプ
と第２のキャリアタイプの両方からの信号を受信し得る。したがって、新しいＵＥをサポ
ートしながら後方互換性を与えるために、ｅノードＢは、レガシーＵＥとのシグナリング
を維持しながら、新しいＵＥに第１のキャリアタイプのサポートをシグナリングし得る。
さらに、ｅノードＢは、ＵＥの動作をリソースの第１のセットまたはリソースの第２のセ
ットに制限し得る。
【０００７】
　[0007]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法が開示される。本方法は、キャリア
上でリソースを送信することを含む。リソースは、第１のキャリアタイプに関連するリソ
ースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセットとを含
む。本方法はまた、キャリアが第１のキャリアタイプまたは第２のキャリアタイプのいず
れかであることを示すことを含む。本方法はさらに、ＵＥの動作をリソースの第１のセッ
トまたはリソースの第２のセットに制限することを含む。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、キャリア上でリソースを送信するための手段を含む装置を
開示する。リソースは、第１のキャリアタイプに関連するリソースの第１のセットと、第
２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセットとを含む。本装置はまた、キャリ
アが第１のキャリアタイプまたは第２のキャリアタイプのいずれかであることを示すため
の手段を含む。本装置はさらに、ＵＥの動作をリソースの第１のセットまたはリソースの
第２のセットに制限するための手段を含む。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体を有する、ワイヤレスネ
ットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品が開示される。
コンピュータ可読媒体は、（１つまたは複数の）プロセッサによって実行されたとき、（
１つまたは複数の）プロセッサに、キャリア上でリソースを送信する動作を実行すること
を行わせる、非一時的プログラムコードを記録している。リソースは、第１のキャリアタ
イプに関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの
第２のセットとを含む。プログラムコードはまた、（１つまたは複数の）プロセッサに、
キャリアが第１のキャリアタイプまたは第２のキャリアタイプのいずれかであることを示
すことを行わせる。プログラムコードはさらに、（１つまたは複数の）プロセッサに、Ｕ
Ｅの動作をリソースの第１のセットまたはリソースの第２のセットに制限することを行わ
せる。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッ
サとを有するワイヤレス通信装置を含む。（１つまたは複数の）プロセッサは、キャリア
上でリソースを送信するように構成され、リソースは、第１のキャリアタイプに関連する
リソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセットと
を含む。（１つまたは複数の）プロセッサはまた、キャリアが第１のキャリアタイプまた
は第２のキャリアタイプのいずれかであることを示すように構成される。（１つまたは複
数の）プロセッサはさらに、ＵＥの動作をリソースの第１のセットまたはリソースの第２
のセットに制限するように構成される。
【００１１】
　[0011]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法が開示される。本方法は、キャリア
上でリソースを受信することを含む。リソースは、第１のキャリアタイプに関連するリソ
ースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセットとを含
む。本方法はまた、キャリアが第１のキャリアタイプであるか第２のキャリアタイプであ
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るかを判断することを含む。本方法はさらに、リソースの第１のセットまたはリソースの
第２のセットへの動作の制限を受信することを含む。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様は、キャリア上でリソースを受信するための手段を含む装置を
開示する。リソースは、第１のキャリアタイプに関連するリソースの第１のセットと、第
２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセットとを含む。本装置はまた、キャリ
アが第１のキャリアタイプであるか第２のキャリアタイプであるかを判断するための手段
を含む。本装置はさらに、リソースの第１のセットまたはリソースの第２のセットへの動
作の制限を受信するための手段を含む。
【００１３】
　[0013]本開示の別の態様では、非一時的コンピュータ可読媒体を有する、ワイヤレスネ
ットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品が開示される。
コンピュータ可読媒体は、（１つまたは複数の）プロセッサによって実行されたとき、（
１つまたは複数の）プロセッサに、キャリア上でリソースを受信する動作を実行すること
を行わせる、非一時的プログラムコードを記録している。リソースは、第１のキャリアタ
イプに関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの
第２のセットとを含む。プログラムコードはまた、（１つまたは複数の）プロセッサに、
キャリアが第１のキャリアタイプであるか第２のキャリアタイプであるかを判断すること
を行わせる。プログラムコードはさらに、（１つまたは複数の）プロセッサに、リソース
の第１のセットまたはリソースの第２のセットへの動作の制限を受信することを行わせる
。
【００１４】
　[0014]本開示の別の態様は、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッ
サとを有するワイヤレス通信装置を含む。（１つまたは複数の）プロセッサは、キャリア
上でリソースを受信するように構成される。リソースは、第１のキャリアタイプに関連す
るリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセット
とを含む。（１つまたは複数の）プロセッサはまた、キャリアが第１のキャリアタイプで
あるか第２のキャリアタイプであるかを判断するように構成される。（１つまたは複数の
）プロセッサはさらに、リソースの第１のセットまたはリソースの第２のセットへの動作
の制限を受信するように構成される。
【００１５】
　[0015]以下で、本開示の追加の特徴および利点について説明する。本開示は、本開示の
同じ目的を実行するための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用さ
れ得ることを、当業者は諒解されたい。また、そのような等価な構成は、添付の特許請求
の範囲に記載の本開示の教示から逸脱しないことを、当業者は了解されたい。さらなる目
的および利点とともに、本開示の編成と動作の方法の両方に関して、本開示を特徴づける
と考えられる新規の特徴は、添付の図に関連して以下の説明を検討するとより良く理解さ
れよう。ただし、図の各々は、例示および説明のみの目的で与えたものであり、本開示の
限界を定めるものではないことを明確に理解されたい。
【００１６】
　[0016]本開示の特徴、特性、および利点は、全体を通じて同様の参照符号が同様のもの
を指す図面とともに、以下に記載する詳細な説明を読めばより明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】[0017]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0018]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0019]ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0020]ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0021]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
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【図６】[0022]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７】[0023]本開示の一態様による、異機種ネットワークにおける適応リソース区分を
概念的に示すブロック図。
【図８】[0024]連続キャリアアグリゲーションタイプ（a continuous carrier aggregati
on type）を開示する図。
【図９】[0025]非連続キャリアアグリゲーションタイプ（a non-continuous carrier agg
regation type）を開示する図。
【図１０】[0026]ＭＡＣレイヤデータアグリゲーション（MAC layer data aggregation）
を開示する図。
【図１１】[0027]複数キャリア構成において無線リンクを制御するための方法を示すブロ
ック図。
【図１２Ａ】[0028]本開示の態様による、レガシーキャリアタイプと新しいキャリアタイ
プとのためのサブフレーム区分を示すブロック図。
【図１２Ｂ】本開示の態様による、レガシーキャリアタイプと新しいキャリアタイプとの
ためのサブフレーム区分を示すブロック図。
【図１３】[0029]本開示の一態様による、複数のキャリアタイプ間の共存を可能にするた
めの方法を示すブロック図。
【図１４】本開示の一態様による、複数のキャリアタイプ間の共存を可能にするための方
法を示すブロック図。
【図１５】[0030]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図１６】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図。
【図１７】[0031]例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素を示すブロック図
。
【図１８】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素を示すブロック図。
【詳細な説明】
【００１８】
　[0032]添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成を説明するもので
あり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。詳細な説
明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの概
念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明らかであろう。いくつ
かの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られている構造および構成
要素をブロック図の形式で示す。
【００１９】
　[0033]様々な装置および方法に関して電気通信システムの態様を提示する。これらの装
置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」と総称される）様
々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリズムなどに
よって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェ
ア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要素をハードウェ
アとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、特定の適用例および全体的なシ
ステムに課された設計制約に依存する。
【００２０】
　[0034]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、ディスクリートハードウェア回路、および本開示全体
にわたって説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがあ
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る。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフト
ウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェ
ア記述言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プ
ログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーシ
ョン、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチ
ン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると
広く解釈されたい。
【００２１】
　[0035]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装された場合、機能は、非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶される
か、あるいは非一時的コンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとし
て符号化され得る。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、
コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく
例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他
の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコ
ードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、
任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディ
スク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）
（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピ
ー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を
含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、デー
タをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含ま
れるべきである。
【００２２】
　[0036]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolve
d UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：E
volved Packet Core）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server
）１２０と、事業者のＩＰサービス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワ
ークと相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／インターフ
ェースは図示していない。図示のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、
当業者なら容易に諒解するように、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交
換サービスを提供するネットワークに拡張され得る。
【００２３】
　[0001]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅノードＢ）１０６と他のｅノードＢ１０
８とを含む。ｅノードＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と
制御プレーンプロトコル終端（control plane protocol termination）とを与える。ｅノ
ードＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅノー
ドＢ１０８に接続され得る。ｅノードＢ１０６は、基地局、トランシーバ基地局、無線基
地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic serv
ice set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、または何らかの他
の好適な用語で呼ばれることもある。ｅノードＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へ
のアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例には、セルラーフォン、スマートフォン、
セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）フォン、ラップト
ップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディアデバイ
ス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメ



(9) JP 6765813 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

ラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によ
って、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リ
モートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リ
モートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リ
モート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００２４】
　[0037]ｅノードＢ１０６は、たとえば、Ｓ１インターフェースを介して、ＥＰＣ１１０
に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Manag
ement Entity）１１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケ
ットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む
。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノー
ドである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパ
ケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１
６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩ
Ｐアドレス割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰ
サービス１２２に接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イン
トラネットと、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）
と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００２５】
　[0038]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅノード
Ｂ２０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得
る。より低い電力クラスのｅノードＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote
 radio head）、フェムトセル（たとえば、ホームｅノードＢ（ＨｅＮＢ：home eNodeB）
）、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅノードＢ２０４は各々、それぞ
れのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０への
アクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には
集中コントローラはないが、代替構成では集中コントローラが使用され得る。ｅノードＢ
２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリテ
ィ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担
当する。
【００２６】
　[0039]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり（vary）得る。ＬＴＥ適用例では、周波
数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭが
ダウンリンク上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがアップリンク上で使用される。当業者なら
以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ
適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する
他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューション
データオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ
）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部
として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエア
インターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドインターネッ
トアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標
））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上無線
アクセス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ
（登録商標））、ならびに、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロー
ドバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０
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２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＯＦＤＭＡを採用
するＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ
およびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵ
ＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信
規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設計制約に
依存することになる。
【００２７】
　[0040]ｅノードＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。
ＭＩＭＯ技術の使用により、ｅノードＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、お
よび送信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空
間多重化は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され
得る。データストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信さ
れるか、または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得
る。これは、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および
位相のスケーリングを適用し）、次いでダウンリンク上で複数の送信アンテナを通して空
間的にプリコーディングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的
にプリコーディングされたデータストリームは、異なる空間シグナチャとともに（１つま
たは複数の）ＵＥ２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々
がそのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能
になる。アップリンク上で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータス
トリームを送信し、これにより、ｅノードＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた
各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００２８】
　[0041]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２９】
　[0042]以下の詳細な説明では、ダウンリンク上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシス
テムを参照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、
ＯＦＤＭシンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散
技法である。サブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアか
らデータを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。時間領域
では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために（to combat inter-OFDM-symbol interfer
ence）、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦＤＭシ
ンボルに追加され得る。アップリンクは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-
average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号（a
 DFT-spread OFDM signal）の形態で使用し得る。
【００３０】
　[0043]図３は、ＬＴＥにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を示す図３００である
。フレーム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サ
ブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表す
ためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リ
ソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、
周波数領域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマ
ルサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、ま
たは８４個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リ
ソースブロックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリ
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ソース要素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはダウン
リンク基準信号（ＤＬ－ＲＳ：downlink reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（
共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、
ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対
応する物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel
）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信される。各リソース要素によって搬
送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロック
が多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００３１】
　[0044]図４は、ＬＴＥにおけるアップリンクフレーム構造の一例を示す図４００である
。アップリンクのために利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクシ
ョンとに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成
され得、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情
報を送信するためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に
含まれないすべてのリソースブロックを含み得る。アップリンクフレーム構造は、単一の
ＵＥがデータセクション中の連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし
得る、連続サブキャリアを含むデータセクションを生じる。
【００３２】
　[0045]ＵＥには、ｅノードＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソー
スブロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅノードＢにデータを送
信するために、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てら
れ得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アップリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）中で制御情報を送
信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理アッ
プリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）中でデータのみ
またはデータと制御情報の両方を送信し得る。アップリンク送信は、サブフレームの両方
のスロットにわたり得、周波数上でホッピングし得る。
【００３３】
　[0046]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でアップリンク同期を達成するためにリソー
スブロックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０はランダムシーケンスを搬送する
。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域
幅を占有する。開始周波数はネットワークによって指定される。すなわち、ランダムアク
セスプリアンブルの送信は、ある時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波
数ホッピングはＰＲＡＣＨにはない。ＰＲＡＣＨ試み（PRACH attempt）は単一のサブフ
レーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレームのシーケンス中で搬送され、ＵＥは
、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みだけを行うことができる。
【００３４】
　[0047]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅノードＢのための無線プ
ロトコルアーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤととも
に示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ
２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅ
ノードＢとの間のリンクを担当する。
【００３５】
　[0048]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅノードＢにおい
て終端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と
、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータ
コンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サ
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ブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ
１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端
（たとえば、ファーエンドＵＥ（far end UE）、サーバなど）において終端されるアプリ
ケーションレイヤとを含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３６】
　[0049]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、複数のｅノードＢ間のＵＥに対するハンドオーバサポートとを提供する。ＲＬ
Ｃサブレイヤ５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再組立て
 （reassembly）と、紛失データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡ
ＲＱ：hybrid automatic repeat request）による、順が狂った受信（out-of-order rece
ption）を補償するデータパケットの並べ替えとを提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は
、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ
５１０はまた、複数のＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（たとえば、リソー
スブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡＲＱ動作を
担当する。
【００３７】
　[0050]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅノードＢのための無線プロトコルアーキテクチ
ャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およ
びＬ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３
レイヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を
含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得するこ
とと、ｅノードＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成するこ
ととを担当する。
【００３８】
　[0051]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅノードＢ６１０
のブロック図である。ダウンリンクでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが
、コントローラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ
２レイヤの機能を実装する。ダウンリンクでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様
々な優先度メトリック（priority metrics）に基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケ
ットのセグメント化および並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の
多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振りとを提供する。コントローラ／プロセッサ
６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリング
とを担当する。
【００３９】
　[0052]ＴＸプロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々な
信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：
forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキーイング（
ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：quadrat
ure phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keyi
ng）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づ
いた信号コンスタレーション（signal constellations）へのマッピングとを可能にする
ために、コーディングとインターリービングとを含む。コーディングされ変調されたシン
ボルは、次いで、並列ストリームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキ
ャリアにマッピングされ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、
パイロット）と多重化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに組
み合わされ（combined）て、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネ
ルが生成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的
にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディン



(13) JP 6765813 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

グおよび変調方式を判断するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル
推定値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィード
バックから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介し
て異なるアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの
空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４０】
　[0053]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６にその情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、
Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛
てられた任意の空間ストリームを復元するために、その情報に対して空間処理を実行する
。複数の空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６
によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わされ得る。ＲＸプロセッサ６５６
は、次いで、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間
領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに
別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信号と
は、ｅノードＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポ
イントを判断することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定
器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャ
ネル上でｅノードＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元するた
めに復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントローラ
／プロセッサ６５９に与えられる。
【００４１】
　[0054]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。アップリンクでは、コントロ
ーラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するため
に、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離（demultiplexing）と、パ
ケットリアセンブリ（packet reassembly）と、解読（deciphering）と、ヘッダ圧縮解除
（decompression）と、制御信号処理とを提供する。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ
２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また
、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ
／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）およ
び／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００４２】
　[0055]アップリンクでは、データソース６６７が、コントローラ／プロセッサ６５９に
上位レイヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上
のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅノードＢ６１０によるダウンリンク送信に関して
説明した機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、
パケットのセグメント化および並べ替えと、ｅノードＢ６１０による無線リソース割振り
に基づく論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを提供することによっ
て、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／
プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅノードＢ６１０
へのシグナリングとを担当する。
【００４３】
　[0056]ｅノードＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チ
ャネル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変
調方式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６
６８によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは
、別個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４
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ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００４４】
　[0057]アップリンク送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同
様の方法でｅノードＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞ
れのアンテナ６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に
変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を与える。ＲＸプロセッサ６
７０はＬ１レイヤを実装し得る。
【００４５】
　[0058]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。アップリンクでは、コ
ントローラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するため
に、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリ
と、解読と、ヘッダ圧縮解除と、制御信号処理とを提供する。コントローラ／プロセッサ
６７５からの上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プ
ロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣ
Ｋプロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００４６】
　[0059]図７は、本開示の一態様による、異機種ネットワークにおけるＴＤＭ区分を示す
ブロック図である。ブロックの第１の行はフェムトｅノードＢのためのサブフレーム割当
てを示し、ブロックの第２の行はマクロｅノードＢのためのサブフレーム割当てを示す。
ｅノードＢの各々が静的保護サブフレーム（a static protected subframe）を有し、そ
の間、他方のｅノードＢは静的禁止サブフレーム（a static prohibited subframe）を有
する。たとえば、フェムトｅノードＢは、サブフレーム０中の禁止サブフレーム（Ｎサブ
フレーム）に対応するサブフレーム０中の保護サブフレーム（Ｕサブフレーム）を有する
。同様に、マクロｅノードＢは、サブフレーム７中の禁止サブフレーム（Ｎサブフレーム
）に対応するサブフレーム７中の保護サブフレーム（Ｕサブフレーム）を有する。サブフ
レーム１～６は、保護サブフレーム（ＡＵ）、禁止サブフレーム（ＡＮ）、および共通サ
ブフレーム（ＡＣ）のいずれかとして動的に割り当てられる。動的に割り当てられたサブ
フレーム（ＡＵ／ＡＮ／ＡＣ）を本明細書ではまとめて「Ｘ」サブフレームと呼ぶ。サブ
フレーム５および６中の動的に割り当てられた共通サブフレーム（ＡＣ）中に、フェムト
ｅノードＢとマクロｅノードＢの両方がデータを送信し得る。
【００４７】
　[0060]保護サブフレーム（Ｕ／ＡＵサブフレームなど）では、アグレッサｅノードＢ（
aggressor eNodeBs）が送信を禁止されるので、干渉が低減され、チャネル品質が高い。
禁止サブフレーム（Ｎ／ＡＮサブフレームなど）では、ビクティムｅノードＢ（victim e
NodeBs）が低い干渉レベルでデータを送信できるように、データが送信されない。共通サ
ブフレーム（Ｃ／ＡＣサブフレームなど）では、チャネル品質は、データを送信するネイ
バーｅノードＢ（neighbor eNodeBs）の数に依存する。たとえば、ネイバーｅノードＢが
共通サブフレーム上でデータを送信している場合、共通サブフレームのチャネル品質は保
護サブフレームよりも低くなり得る。共通サブフレーム上のチャネル品質はまた、アグレ
ッサｅノードＢによって強く影響を受けるセル範囲拡大（ＣＲＥ：cell range expansion
）ＵＥではより低くなり得る。ＣＲＥ　ＵＥは、第１のｅノードＢに属し得るが、第２の
ｅノードＢのカバレージエリア中にも位置し得る。たとえば、フェムトｅノードＢカバレ
ージの範囲限界の近くにあるマクロｅノードＢと通信しているＵＥは、ＣＲＥ　ＵＥであ
る。
【００４８】
キャリアアグリゲーション（CARRIER AGGREGATION）
　[0061]ＬＴＥアドバンストＵＥ（LTE-Advanced UEs）は、各方向において送信のために
使用される最高合計１００Ｍｈｚ（５つのコンポーネントキャリア）のキャリアアグリゲ



(15) JP 6765813 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

ーションにおいて割り振られた、最高２０Ｍｈｚ帯域幅のスペクトルを使用する。概して
、アップリンク上ではダウンリンクよりも少ないトラフィックが送信され、したがって、
アップリンクスペクトル割振りはダウンリンク割振りよりも小さくなり得る。たとえば、
２０Ｍｈｚがアップリンクに割り当てられる場合、ダウンリンクは１００Ｍｈｚを割り当
てられ得る。これらの非対称ＦＤＤ割当ては、スペクトルを節約し、ブロードバンド加入
者による一般に非対称な帯域幅利用にぴったり合う。
【００４９】
　[0062]ＬＴＥアドバンストモバイルシステムのために、２つのタイプのキャリアアグリ
ゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）方法、すなわち、連続ＣＡおよび非連続ＣＡ
が提案されている。それらを図８および図９に示す。非連続ＣＡは、複数の利用可能なコ
ンポーネントキャリアが周波数帯域に沿って分離されたときに生じる（図９）。一方、連
続ＣＡは、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが互いに隣接するときに生じる（図
８）。非連続ＣＡと連続ＣＡの両方は、ＬＴＥアドバンストＵＥの単一ユニットを処理（
serve）するために複数のＬＴＥ／コンポーネントキャリアをアグリゲートする（aggrega
te）。
【００５０】
　[0063]ＬＴＥアドバンストＵＥにおける非連続ＣＡでは、周波数帯域に沿ってキャリア
が分離されるので、複数のＲＦ受信ユニットと複数のＦＦＴとが配備され得る。非連続Ｃ
Ａは、大きい周波数範囲にわたる複数の分離されたキャリア上でのデータ送信をサポート
するので、周波数帯域が異なると、伝搬経路損失（propagation path loss）、ドップラ
ーシフトおよび他の無線チャネル特性が大いに変わり得る。
【００５１】
　[0064]したがって、非連続ＣＡ手法の下でブロードバンドデータ送信をサポートするた
めに、異なるコンポーネントキャリアのためのコーディング、変調および送信電力を適応
的に調整するための方法が使用され得る。たとえば、拡張ノードＢ（ｅノードＢ）が各コ
ンポーネントキャリア上の送信電力を固定している（has fixed transmitting power）Ｌ
ＴＥアドバンストシステムでは、各コンポーネントキャリアの有効カバレージまたはサポ
ート可能な変調およびコーディングが異なり得る。
【００５２】
　[0065]図１０に、ＩＭＴアドバンストシステムのために媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レ
イヤ（図５）において異なるコンポーネントキャリアからの送信ブロック（ＴＢ：transm
ission block）をアグリゲートすることを示す。ＭＡＣレイヤデータアグリゲーションで
は、各コンポーネントキャリアは、ＭＡＣレイヤ中にそれ自体の独立したハイブリッド自
動再送要求（ＨＡＲＱ）エンティティを有し、物理レイヤ中にそれ自体の送信構成パラメ
ータ（たとえば、送信電力、変調およびコーディング方式、ならびに複数のアンテナ構成
）を有する。同様に、物理レイヤでは、コンポーネントキャリアごとに１つのＨＡＲＱエ
ンティティが与えられる。
【００５３】
　[0066]概して、複数のコンポーネントキャリアの制御チャネルシグナリングを展開する
ための様々な手法がある。１つの手法は、ＬＴＥシステムにおける制御構造の軽微な変更
を伴い、各コンポーネントキャリアは、それ自体のコード化制御チャネルを与えられる。
【００５４】
　[0067]別の手法は、異なるコンポーネントキャリアの制御チャネルをジョイントコーデ
ィングし、専用のコンポーネントキャリア中に制御チャネルを展開することを伴う。複数
のコンポーネントキャリアのための制御情報は、この専用制御チャネルにおいてシグナリ
ングコンテンツとして統合される。その結果、ＬＴＥシステムにおける制御チャネル構造
との後方互換性が維持されながら、ＣＡのシグナリングオーバーヘッドが低減する。
【００５５】
　[0068]さらに別の手法では、異なるコンポーネントキャリアのための複数の制御チャネ
ルがジョイントコーディングされ、次いで、周波数帯域全体にわたって送信される。この
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手法は、ＵＥ側における高い電力消費量という犠牲を払って、制御チャネルにおける低い
シグナリングオーバーヘッドと高い復号性能とを提供する。ただし、この方法はＬＴＥシ
ステムと互換性がない。
【００５６】
　[0069]ＩＭＴアドバンストＵＥのためにＣＡが使用されるとき、複数のセルにわたるハ
ンドオーバプロシージャ中に送信連続性（transmission continuity）をサポートするこ
とが好ましい。しかしながら、特定のＣＡ構成およびサービス品質（ＱｏＳ）要件ととも
に、入来ＵＥ（incoming UE）のために十分なシステムリソース（すなわち、良好な送信
品質をもつコンポーネントキャリア）を確保することが、次のｅノードＢにとって難しい
（challenging）ことがある。理由は、２つ（またはそれ以上）の隣接セル（ｅノードＢ
）のチャネル状態が特定のＵＥについて異なり得るからである。１つの手法では、ＵＥは
、各隣接セルにおいてただ１つのコンポーネントキャリアのパフォーマンスを測定する。
これは、ＬＴＥシステムにおけるのと同様の測定遅延、複雑さ、およびエネルギー消費を
与える。対応するセルにおける他のコンポーネントキャリアのパフォーマンスの推定は、
この１つのコンポーネントキャリアの測定結果に基づき得る。この推定に基づいて、ハン
ドオーバ決定および送信構成が判断され得る。
【００５７】
　[0070]様々な例によれば、（キャリアアグリゲーションとも呼ばれる）マルチキャリア
システムにおいて動作しているＵＥは、「１次キャリア（primary carrier）」と呼ばれ
ることがある、同じキャリア上で、制御機能およびフィードバック機能など、複数のキャ
リアのいくつかの機能をアグリゲートするように構成される。サポートのために１次キャ
リアに依存する残りのキャリアは、関連する２次キャリア（secondary carriers）と呼ば
れる。たとえば、ＵＥは、随意の専用チャネル（ＤＣＨ：dedicated channel）、スケジ
ュールされない許可（nonscheduled grants）、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣ
ＣＨ：physical uplink control channel）、および／または物理ダウンリンク制御チャ
ネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）によって提供される制御機能
などの制御機能をアグリゲートし得る。シグナリングおよびペイロードは、ダウンリンク
上でｅノードＢによってＵＥに、ならびにアップリンク上でＵＥによってｅノードＢに送
信され得る。
【００５８】
　[0071]いくつかの例では、複数の１次キャリアが存在し得る。さらに、ＬＴＥ　ＲＲＣ
プロトコルの３ＧＰＰ技術仕様３６．３３１におけるものなど、レイヤ２およびレイヤ３
プロシージャである無線リンク障害（ＲＬＦ：radio link failure）プロシージャおよび
物理チャネル確立を含む、ＵＥの基本動作に影響を及ぼすことなしに、２次キャリアが追
加または削除され得る。
【００５９】
　[0072]図１１に、一例による、物理チャネルをグループ化することによって複数キャリ
アワイヤレス通信システムにおいて無線リンクを制御するための方法１１００を示す。図
示のように、本方法は、ブロック１１０５において、１次キャリアと、１つまたは複数の
関連する２次キャリアとを形成するために、少なくとも２つのキャリアからの制御機能を
１つのキャリア上にアグリゲートすることを含む。次にブロック１１１０において、１次
キャリアと各２次キャリアとのための通信リンクを確立する。次いで、ブロック１１１５
において、１次キャリアに基づいて通信を制御する。
【００６０】
レガシーキャリアタイプと新しいキャリアタイプとの間の共存
　[0073]ＬＴＥリリース１１の前に定義されたキャリアタイプはレガシーキャリアタイプ
（ＬＣＴ：legacy carrier type）と呼ばれる。ＬＴＥリリース１１は、キャリアアグリ
ゲーションのコンテキストに新しいキャリアタイプ（ＮＣＴ：new carrier type）を導入
した。ＮＣＴは後方互換性がない。本開示の態様は、同じキャリアを使用してＬＣＴ　Ｕ
ＥとＮＣＴ　ＵＥとを多重化するように、単一のキャリアで事業者を構成する（configur
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ing an operator with a single carrier）ことを対象とする。本開示の別の態様は、同
じキャリア上で２つの異なる方式を動作させるように、単一のキャリアで事業者を構成す
ることを対象とする。
【００６１】
　[0074]ＮＣＴは、新しい検出および／または収集信号（acquisition signals）を指定
していない。しかし、ＮＣＴは、既存の信号の新しい時間および／または周波数構成を指
定することがある。さらに、非同期の新しいキャリアについて、１次同期信号および２次
同期信号（ＰＳＳ／ＳＳＳ：primary synchronization signal/secondary synchronizati
on signal）シーケンスが送信される。一構成では、ＬＣＴ　ＵＥがＮＣＴのＰＳＳ／Ｓ
ＳＳを収集する（acquiring）のを防止することが望ましいことがある。
【００６２】
　[0075]ＮＣＴは、５ｍｓ周期で１つのサブフレーム内で１つの基準信号（ＲＳ：refere
nce signal）ポートを搬送し得る。基準信号ポートは、各物理リソースブロック（ＰＲＢ
：physical resource block）およびリリース８シーケンスについてリリース８ＣＲＳポ
ート０リソース要素（ＲＥ：resource element）（Release 8 CRS Port 0 resource elem
ents (REs)）を含み得る。ＮＣＴのための基準信号（ＲＳ）ポートは復調のために使用さ
れない。ＮＣＴの帯域幅は、全システム帯域幅（ＢＷ：bandwidth）（a full system ban
dwidth）であり、最小帯域幅であり、および／または全システム帯域幅と最小帯域幅との
間で構成可能であり得る。最小帯域幅は、以下の式、すなわち、（ｍｉｎ（システムＢＷ
，Ｘ）に基づいて選択され得、ここで、Ｘは｛６，２５｝個のリソースブロック（ＲＢ：
resource block）から選択される。共通基準信号は、すべてのサブフレーム上でまたは全
帯域幅にわたって送信しない。
【００６３】
　[0076]場合によっては、ＰＳＳ／ＳＳＳの時間周波数ロケーションを変更することによ
り、新しいキャリアの収集が防止され、セル間干渉協調（ＩＣＩＣ：inter-cell interfe
rence coordination）が影響を受け、中心の６つの物理リソースブロック（ＰＲＢ）にお
ける復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ：demodulation reference signal）回避（avoidance）が
促進され得る。ＰＳＳ／ＳＳＳを修正するとき、ＰＳＳ／ＳＳＳパフォーマンスが考慮に
入れられる。
【００６４】
　[0077]本開示の一態様は、ＮＣＴとＬＣＴとの間の共存および遷移を対象とする。一構
成では、ＮＣＴとＬＣＴとの共存全体にわたってスペクトル互換性が維持される。その上
、この構成では、ＮＣＴとＬＣＴとの間の遷移全体にもわたってスペクトル互換性が維持
される。別の構成では、事業者が２つ以上のキャリアを有するとき、キャリアは区分され
得る。さらに、場合によっては、異なるユーザのためのＮＣＴとＬＣＴとの間のロードバ
ランシングが実行され得る。別の構成では、システムスループットを改善するために、Ｎ
ＣＴおよびＬＣＴ方式が適応的に適用される。
【００６５】
　[0078]本開示の一態様は、ＮＣＴとＬＣＴとの間の共存を改善するための周波数分割多
重化（ＦＤＭ：frequency division multiplexing）適用を対象とする。事業者が複数の
キャリア（たとえば、｛ｆ１，ｆ２，ｆ３，．．．｝）を有するシステムでは、ＮＣＴと
ＬＣＴとの共存がサポートされ得る。たとえば、第１のキャリアｆ１および第２のキャリ
アｆ２をもつ２キャリアシステムにおける以下の構成のための共存がサポートされ得、こ
こで、ＰＣＣは１次コンポーネントキャリアであり、ＳＣＣは２次コンポーネントキャリ
アであり、ＬＣＴはレガシーキャリアタイプであり、ＮＣＴは新しいキャリアタイプであ
る。
【００６６】
　[0079]　f1 (LCT, PCC) + f2 (LCT, SCC) － リリース１０キャリアアグリゲーション
（ＣＡ）;
　[0080]　f1 (LCT, PCC) + f2 (NCT, SCC) － リリース１１ＣＡ;
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　[0081]　f1 (NCT, PCC) + f2 (LCT, SCC) － リリース１２ＣＡ; および
　[0082]　f1 (NCT, PCC) + f2 (NCT, SCC) － リリース１２ＣＡ
　[0083]ＬＴＥリリース１２より前のＬＴＥリリースでは、ＬＣＴはアンカーキャリア（
anchor carrier）として指定される。さらに、ＬＣＴのダウンリンク制御チャネルのため
にクロスキャリアスケジューリング（cross carrier scheduling）がサポートされる。ク
ロスキャリアスケジューリングでは、異なるキャリアの送信がアンカーキャリアからスケ
ジュールされる。ＬＴＥリリース１２では、ＮＣＴはアンカーキャリアとして指定され得
、拡張ダウンリンク制御チャネルベースのクロスキャリアスケジューリングがサポートさ
れる。代替的に、拡張ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ：enhanced downlink co
ntrol channel）のためにクロスキャリアスケジューリングが指定されないことがあるが
、ＮＣＴ１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ：primary component carrier）は、ＰＵ
ＣＣＨなどのアップリンク制御チャネルを搬送し得る。
【００６７】
　[0084]一構成では、ＴＤＭはＮＣＴ上でＬＣＴ　ＵＥを可能にする。この構成では、Ｎ
ＣＴは、測定が制限された１次コンポーネントキャリア（a primary component carrier 
with restricted measurements）として構成される。測定制限はＬＣＴ　ＵＥに適用され
る。詳細には、ＬＣＴ　ＵＥは一般にサブフレームごとにＣＲＳを測定するので、測定制
限はＬＣＴ　ＵＥに適用され得る。より詳細には、ＮＣＴ上で機能すべきＬＣＴ　ＵＥの
場合、ＬＣＴ　ＵＥはサブフレームごとに測定することができない。測定制限は、ＬＣＴ
モードを出ることなしに、ＣＲＳを測定しないようにＬＣＴ　ＵＥに命令する。ＬＣＴ　
ＵＥをサービスするサブフレームでは、全帯域幅（full bandwidth）共通基準信号（ＣＲ
Ｓ：common reference signal）に加えてダウンリンク制御チャネルが指定される。
【００６８】
　[0085]本出願では、ＬＣＴ　ＵＥは、時々、レガシーＵＥと呼ばれることがある。さら
に、ＮＣＴ　ＵＥは、時々、新しいＵＥと呼ばれることがある。
【００６９】
　[0086]本開示の別の態様は、ＮＣＴとＬＣＴとへの時分割多重化（ＴＤＭ：time divis
ion multiplexing）の適用を対象とする。同じキャリア上でＮＣＴとＬＣＴの両方をサポ
ートするためにＴＤＭが適用され得る。一構成では、測定されるべきでないサブフレーム
は、別のタイプのサブフレームとしてマスクされ得る。サブフレームのマスキングは、異
機種ネットワークのオールモスト・ブランク・サブフレーム（ＡＢＳ：almost blank sub
frame）機能と同様であり得る。すなわち、ＡＢＳ機能は、ＵＥが特定のサブフレームを
測定すべきでないことを指定する。
【００７０】
　[0087]ＴＤＭ適用において、キャリアはＬＣＴサブフレームとＮＣＴサブフレームの両
方を含み得るが、キャリアはＮＣＴまたはＬＣＴとして宣言され得る。すなわち、いくつ
かのサブフレームは、ＬＣＴとして宣言されるが、ＮＣＴに準拠する（conform to the N
CT）。一構成では、キャリアは、クリーンサブフレームと非クリーンサブフレーム（clea
n and non-clean subframes）（たとえば、オールモスト・ブランク・サブフレーム（Ａ
ＢＳ））とのためにＨｅｔＮｅｔと同様のサブフレームプロシージャを制限することによ
って、いくつかのサブフレームのために宣言されたキャリアタイプとは異なるキャリアタ
イプとして宣言され得る。
【００７１】
　[0088]図１２Ａは、本開示の一態様による、サブフレームネットワークのＮＣＴおよび
ＬＣＴ区分を示すブロック図である。たとえば、ＬＣＴ　ＵＥは、ＮＣＴ　ＵＥがサブフ
レームの第１のセット上で信号を送信し得るようにサブフレームの第１のセットが制限さ
れると、命令され得る。図１２Ａに示すように、サブフレーム５～９（ＳＦ５～ＳＦ９）
はＮＣＴサブフレームとして宣言され得、したがって、ＬＣＴ　ＵＥは、サブフレーム５
～９が制限付きサブフレーム（restricted subframes）であると命令され得る。さらに、
ＮＣＴ　ＵＥは、サブフレームの第２のセットが制限されると命令され得る。したがって
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、ＮＣＴ　ＵＥはサブフレームの第２のセットを使用せず、ＬＣＴ信号はサブフレームの
第２のセットを介して送信される。図１２Ａに示すように、サブフレーム０～４（ＳＦ０
～ＳＦ４）はＬＣＴサブフレームとして宣言され得、したがって、ＮＣＴ　ＵＥは、サブ
フレーム０～９が制限付きサブフレームであると命令され得る。
【００７２】
　[0089]図１２Ｂは、本開示の別の態様による、サブフレームネットワークのＮＣＴおよ
びＬＣＴ区分を示すブロック図である。別の構成では、図１２Ｂに示されているように、
サブフレーム０および５上でＬＣＴ信号（ＰＳＳ／ＳＳＳおよびＣＲＳ）が送信される。
ＮＣＴ　ＵＥとＬＣＴ　ＵＥの両方がサブフレーム０、５を認識し、読み取り得る。ＮＣ
Ｔ　ＵＥはサブフレーム１（ＳＦ１）上でスケジュールされず、ＬＣＴ　ＵＥがＳＦ１を
読み取ることになる。ＮＣＴ　ＵＥはＳＦ１のためにスケジュールされないので、ＮＣＴ
　ＵＥはＳＦ１を読み取らないことになる。ＬＣＴ　ＵＥは、ＬＣＴ　ＵＥがＳＦ２を読
み取らないように、ＳＦ２が制限付きサブフレームであると命令される。次いで、ＮＣＴ
　ＵＥがＳＦ２を読み取ることになる。残りのサブフレームは、ネットワークの構成に基
づいてＮＣＴサブフレームまたはＬＣＴサブフレーム（ＬＣＴ／ＮＣＴ）のいずれかとし
て指定され得る。
【００７３】
　[0090]別の構成では、ＬＣＴ波形とＮＣＴ波形とを直交させる（orthogonalize）ため
に、オールモスト・ブランク・サブフレーム（ＡＢＳ）、マルチブロードキャスト単一周
波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ：multi-broadcast single frequency network）サブフレ
ーム、および／または不連続受信（ＤＲＸ：discontinues reception）サブフレームに制
限付き測定（a restricted measurement）が適用され得る。パーティション（partition
）は、ＬＣＴ端末とＮＣＴ端末とのローディングに応じて時間とともに変化し得る。現在
、ＴＤＭ区分（TDM partitioning）は接続状態に限定されている。しかし、この概念は、
完全な分割（a complete split）のためにアイドル状態に拡張され得る。さらに、ＮＣＴ
動作は、ＬＣＴチャネルのないブランクサブフレームとして効果的に働くＭＢＳＦＮサブ
フレームと同様のＬＣＴキャリアにおいて広告され得る。別の構成では、ＴＤＭ適用は、
何らかの互換性のない特徴の共存を与えるためにＬＣＴおよびＮＣＴ以外に拡張される。
【００７４】
　[0091]ＴＤＭ区分は、サポートされるサブフレームタイプに基づき得る。一構成では、
５つのタイプのサブフレームが指定される。詳細には、２つのタイプのサブフレームがＬ
ＣＴ　ＵＥをサポートし、３つのタイプのサブフレームがＮＣＴ　ＵＥをサポートする。
この例では、ＬＣＴ　ＵＥは、ＬＴＥリリース８～１０に従って構成されたＵＥである。
【００７５】
　[0092]ＬＣＴ　ＵＥをサポートする２つのタイプのサブフレームは、タイプ１およびタ
イプ２のサブフレームであり得る。すなわち、タイプ１（ＳＦ１）は、制御領域と共通基
準信号（ＣＲＳ）とをもつＭＢＳＦＮサブフレームである。さらに、タイプ２サブフレー
ム（ＳＦ２）は、少なくとも１ポートＣＲＳをもつ非ＭＢＳＦＮサブフレームである。さ
らに、タイプ２サブフレームは、ＬＣＴ制御を用いて、少なくともいくつかのＵＥのため
にＣＲＳベースの復調を可能にする。
【００７６】
　[0093]ＮＣＴ　ＵＥをサポートするサブフレームの３つのタイプは、タイプ３、タイプ
４、およびタイプ５のサブフレームであり得る。すなわち、タイプ３サブフレーム（ＳＦ
３）は、ＬＣＴ制御領域をもたないＭＢＳＦＮサブフレームを含む。タイプ４サブフレー
ム（ＳＦ４）は、１ポートＣＲＳをもつ非ＭＢＳＦＮサブフレームを含む。さらに、タイ
プ４サブフレームは、ＣＲＳベースの物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：phys
ical downlink shared channel）を有しない。その上、タイプ４サブフレームはＬＣＴ制
御を有しない。タイプ４サブフレームは、ＮＣＴのためのＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳをもつ
サブフレーム０および５（ＳＦ０、ＳＦ５）と同様である。さらに、タイプ５サブフレー
ム（ＳＦ５）は、どんなＣＲＳをもたず、およびＬＣＴ制御領域をもたない非ＭＢＳＦＮ
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サブフレームを含む。さらに、一構成では、ＮＣＴのこれら３つのタイプのサブフレーム
の送信は、拡張ダウンリンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）と共有ダウンリンクチャネル
（ＰＤＳＣＨ：shared downlink channel）とのための第１のシンボルから開始し得る。
【００７７】
　[0094]ＬＴＥリリース１１のために指定されたＵＥは拡張制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ
）をサポートし得る。したがって、ＮＣＴのための３つのサブフレームタイプ（すなわち
、タイプ４、５および６）はＬＴＥリリース１１ＵＥによってもサポートされ得る。詳細
には、ＬＴＥリリース１１ＵＥは、拡張制御チャネルがＣＲＳの周辺でレートマッチング
することができるかあるいはＣＲＳによってパンクチャされ得る場合、ＮＣＴのためのこ
れらの３つのサブフレームタイプを使用し得る。
【００７８】
　[0095]一構成では、ＬＣＴおよびＮＣＴへのＴＤＭ適用（TDM application）は、ＬＣ
Ｔ　ＵＥとＮＣＴ　ＵＥとの間で５つの異なるサブフレームタイプを区分することが生じ
る。ＴＤＭ適用はまた、トラフィック条件とローディング条件とを満たす（meet traffic
 and loading conditions）ためにフレキシブルな適応を指定し得る。ＮＣＴ　ＵＥとＬ
ＣＴ　ＵＥの両方は、無線リンク管理（ＲＬＭ：radio link management）、無線リソー
ス管理（ＲＲＭ：radio resource management）、および／またはチャネル状態情報（Ｃ
ＳＩ：channel state information）への影響を低減するために、制限付き測定を使用し
得る。
【００７９】
　[0096]一構成では、アップリンク構成は同じままである。したがって、ＬＣＴおよびＮ
ＣＴは、同じＬＣＴアップリンクに関連するダウンリンク通信において動作し得る。
【００８０】
　[0097]本開示の別の態様は、１次同期信号／２次同期信号（ＰＳＳ／ＳＳＳ）構成を対
象とする。ＰＳＳ／ＳＳＳがＮＣＴとＬＣＴの両方について同じである場合、ＮＣＴ　Ｕ
ＥとＬＣＴ　ＵＥの両方は、ＮＣＴとＬＣＴの両方からタイミングおよび物理セル識別子
（ＰＣＩ：physical cell identifier）を収集し得る。
【００８１】
　[0098]代替的に、ＮＣＴ　ＵＥのために異なるＰＳＳ／ＳＳＳが送信される場合、両方
のタイプのＵＥが同じキャリアにアクセスし得るように、ＰＳＳ／ＳＳＳはＮＣＴ　ＵＥ
とＬＣＴ　ＵＥの両方のために複製される（duplicated）。一構成では、ＰＳＳロケーシ
ョンは同じであり、ＳＳＳロケーションのみが（たとえば、１つはＮＣＴのために、およ
び１つはＬＣＴのために）複製される。
【００８２】
　[0099]別の構成では、ＰＳＳとＳＳＳの両方が、ＮＣＴとＬＣＴの両方について同じに
保たれる。しかし、それらの２つのキャリアタイプを区別するためにＣＲＳのシーケンス
マッピングは変更され得る。たとえば、ＬＣＴ　ＵＥは、最初にＰＳＳを探索し、次いで
ＳＳＳを探索し得る。ＬＣＴ　ＵＥは、セルＩＤとサイクリックプレフィックス（ＣＰ：
cyclic prefix）タイプとを検出するためにＳＳＳを探索する。
【００８３】
　[00100]ＮＣＴおよびＬＣＴにおいてＳＳＳが別様に配置される場合、ＬＣＴ　ＵＥは
、何らかの無関係な情報（non-relevant information）を見つけ得るが、いくつかの候補
セルＩＤを与える（deliver）ことが依然として可能であり得る。たとえば、場合によっ
ては、しきい値が指定されないことがあり、したがって、ＳＳＳ検出は、１つまたは複数
の候補を与えることになる。
【００８４】
　[00101]ＰＳＳおよびＳＳＳを探索した後に、ＵＥは基準信号受信電力（ＲＳＲＰ：ref
erence signal received power）測定を開始し得る。ＲＳＲＰ測定中に、ＵＥは、無関係
な測定値（non-relevant measurements）を検出し得る。とはいえ、これらの無関係な測
定値は経時的にドロップされ得る。無関係な測定値は、Ｓ基準（S-criteria）を満たさな
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い測定値であり得る。Ｓ基準はセル選択基準を指し、すなわち、受信信号がしきい値を超
えるかどうかを判断するために受信信号が評価される。
【００８５】
　[00102]場合によっては、ＰＳＳ／ＳＳＳロケーションが維持され、ＣＲＳシーケンス
がリマッピングされたとき、ＬＣＴ　ＵＥは、依然としてＲＳＲＰを測定することに進む
ことになる。ＰＳＳ／ＳＳＳロケーションとＣＲＳマッピングとがサブフレーム０および
５について維持される場合、ＬＣＴ　ＵＥはＲＳＲＰ測定値を取得し得る。しかし、ＵＥ
がサブフレーム０または５以外のサブフレームを選択した場合、ＲＳＲＰ測定値は特定の
ｄＢ値だけオフになり（off）得る。したがって、ＬＣＴ　ＵＥは、ＮＣＴで機能しない
（not function with the NCT）ことがある。
【００８６】
　[00103]別の例では、共通基準信号（ＣＲＳ）帯域幅が１０ＭＨｚシステム（５０個の
ＲＢ）中の２５個のリソースブロック（ＲＢ）である場合、上側または下側の２５個のＲ
Ｂを占有するためにＣＲＳのロケーションをシフトすることが可能である。
【００８７】
　[00104]したがって、一構成では、ＮＣＴ　ＵＥはＬＣＴ　ＵＥとしてネットワークに
アクセスし得る。しかし、ＮＣＴ　ＵＥは、ＮＣＴロケーションおよび／またはランダム
アクセスチャネルリソースを判断するためにシステム情報ブロック（ＳＩＢ：system inf
ormation block）を介して情報を取得し得る。
【００８８】
　[00105]本開示の別の態様は、アイドルモード考慮事項（idle mode considerations）
を対象とする。ＬＣＴとＮＣＴとの間で２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ：secondar
y component carrier）がＴＤＭされるキャリアアグリゲーションの場合、接続状態中に
トラフィック問題が解決される必要があり得る。ＬＣＴとＮＣＴとがＴＤＭされるシング
ルキャリア動作では、アイドル状態中に、ＮＣＴ　ＵＥのためのページングオケージョン
（paging occasion）、およびフレーム構造をシフトすること（shifting frame structur
）などについて追加の問題が存在する。
【００８９】
　[00106]特に、ネットワークローディングに応じて、サブフレーム４、４および９、ま
たは４、９、０、および５においてページングオケージョンが定義される。ＬＣＴ　ＵＥ
は、国際モバイル加入者識別情報（ＩＭＳＩ：international mobile subscriber identi
ty）に基づいてページングオケージョンにハッシングされる。したがって、ワーストケー
スシナリオでは、サブフレーム４はＬＣＴ動作のために利用可能である。一構成では、Ｎ
ＣＴ　ＵＥは、ＬＣＴ　ＵＥとしてサブフレームの直交するセット（an orthogonal set
）上でページングされる（すなわち、直交する時間（orthogonal time）上でページング
する）オプションを有する。しかし、新しいハッシング関数が定義され得る。
【００９０】
　[00107]一構成では、ＮＣＴ　ＵＥのためにフレーム構造がシフトされる。フレーム構
造シフトは、ＵＥの第１のセットが第１のタイミングを有するように、およびＵＥの第２
のセットが第２のタイミングを有するように指定し得る。さらに、異なる送信モードによ
り、ＳＩＢの供給（deliver）、無線リンク監視、および他のプロシージャも分離され得
る。
【００９１】
　[00108]本開示のさらに別の態様では、組み合わせられたＴＤＭとＦＤＭとの適用が指
定される。たとえば、いくつかのサブフレームのためにＴＤＭが適用され得、他のサブフ
レームのためにＦＤＭが適用され得る。特に、キャリア内でＮＣＴとＬＣＴとの間で最初
にＴＤＭが適用され得、次いで、いくつかのサブフレームのためにＮＣＴとＬＣＴとの間
でＦＤＭが適用される。
【００９２】
　[00109]代替的に、別の構成では、ダウンリンクサブフレームのためにＴＤＭが適用さ
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れ、アップリンクサブフレームのためにＦＤＭが適用される。一例では、アップリンクサ
ブフレームのためにＮＣＴ　ＵＥとＬＣＴ　ＵＥとの間でＦＤＭをし、一方、ダウンリン
クサブフレームのためにＴＤＭすることを維持する。
【００９３】
　[00110]本開示の別の態様は、異なる適応帯域幅構成を対象にする。たとえば、ＬＣＴ
は、ＮＣＴ　ＵＥのために使用される実際の帯域幅とは異なる（たとえば、より小さい）
帯域幅を広告し（advertise）得る。さらに、ＬＣＴとＮＣＴとの間のフレキシブルな切
替えを可能にするために帯域幅が経時的に調整され得る。同様に、アップリンク帯域幅は
、ＬＣＴのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中で広告され得、ネットワークに適応するた
めに変化し得る。
【００９４】
　[00111]本開示の別の態様は、ＮＣＴとＬＣＴとのための同じキャリア内のＦＤＭを対
象とする。たとえば、ＬＣＴ　ＵＥは５ＭＨｚスペクトルを通知され、一方、ＮＣＴ　Ｕ
Ｅは２０ＭＨｚスペクトルを通知される。
【００９５】
　[00112]場合によっては、ＬＣＴ　ＵＥは、ＣＲＳがＬＴＥリリース８において指定さ
れているのと同じ構造であるので、測定を正しく実行し得る。特に、ＣＲＳは、ＳＩＢ－
３中でおよびＬＣＴ上のＭｅａｓＯｂｊｅｃｔＥＵＴＲＡ中でシグナリングされる許容測
定帯域幅（「ＡｌｌｏｗｅｄＭｅａｓＢａｎｄｗｉｄｔｈ」）にわたる。たとえば、Ａｌ
ｌｏｗｅｄＭｅａｓＢａｎｄｗｉｄｔｈ：：＝ＥＮＵＭＥＲＡＴＥＤ｛ｍｂｗ６，ｍｂｗ
１５，ｍｂｗ２５，ｍｂｗ５０，ｍｂｗ７５，ｍｂｗ１００｝。すなわち、ＵＥは、ＲＢ
の数に関して測定の許容帯域幅（allowed bandwidth for measurements）をシグナリング
され得る。たとえば、ｍｂｗ６は６つのＲＢの測定帯域幅であり、ｍｂｗ１５は１５個の
ＲＢの測定帯域幅である、などである。したがって、ＮＣＴがＣＲＳを帯域幅全体におい
て送信しない場合、ＬＣＴ　ＵＥは、測定を実行するために許容帯域幅をシグナリングさ
れる。さらに、ＡｌｌｏｗｅｄＭｅａｓＢａｎｄｗｉｄｔｈは、ＬＣＴ　ＵＥにシグナリ
ングされ、ＮＣＴ中のＣＲＳのスパンと整合する（matches the span of CRS）。
【００９６】
　[00113]本開示の別の態様は、セル検出を確認するために物理ブロードキャストチャネ
ル（ＰＢＣＨ：physical broadcast channel）を読み取るＬＣＴ　ＵＥを対象とする。物
理ブロードキャストチャネルは、ＬＣＴ構造と同じである構造でＮＣＴにおいて送信され
得る。場合によっては、物理ブロードキャストチャネルは、ＬＣＴ　ＵＥのためにＬＣＴ
フォーマットを用いて複製され得る。
【００９７】
　[00114]図１３に、レガシーキャリアタイプと新しいキャリアタイプとの間の共存のた
めの方法１３００を示す。ブロック１３０２において、ｅノードＢがキャリア上でリソー
スを送信する。リソースは、第１のキャリアタイプに関連するリソースの第１のセットと
、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセットとを含む。キャリアは、通信
のために使用される周波数帯域である。さらに、リソースはサブフレームおよび／または
サブバンドを含み得る。第１のキャリアタイプはレガシーキャリアタイプであり得、第２
のキャリアタイプは新しいキャリアタイプであり得る。
【００９８】
　[00115]ｅノードＢは、ブロック１３０４において、キャリアが第１のキャリアタイプ
または第２のキャリアタイプのいずれかであることを示す。一構成では、この指示は、キ
ャリアを第２のキャリアタイプとして示すためにマスタ情報ブロック（ＭＩＢ：master i
nformation block）またはシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中で予約済みビット（a rese
rved bit）をシグナリングすることに基づき得る。別の構成では、指示は、第１のキャリ
アタイプと第２のキャリアタイプとのために指定された周波数帯域に基づき得る。
【００９９】
　[00116]さらに、ｅノードＢは、ブロック１３０６において、ＵＥの動作をリソースの
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第１のセットまたはリソースの第２のセットに制限する。一構成では、この制限は、ペー
ジングオケージョンの監視のための制限である。別の構成では、この制限は測定の制限で
ある。
【０１００】
　[00117]図１４に、レガシーキャリアタイプと新しいキャリアタイプとの間の共存のた
めの方法１４００を示す。ブロック１４０２において、ＵＥがキャリア上でリソースを受
信する。リソースは、第１のキャリアタイプに関連するリソースの第１のセットと、第２
のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセットとを含む。キャリアは、通信のため
に使用される周波数帯域である。さらに、リソースはサブフレームおよび／またはサブバ
ンドを含み得る。第１のキャリアタイプはレガシーキャリアタイプであり得、第２のキャ
リアタイプは新しいキャリアタイプであり得る。
【０１０１】
　[00118]ＵＥは、ブロック１４０４において、キャリアが第１のキャリアタイプである
か第２のキャリアタイプであるかを判断する。一構成では、この判断は、キャリアを第２
のキャリアタイプとして示すためのマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）またはシステム情報ブ
ロック（ＳＩＢ）中の予約済みビットに基づき得る。別の構成では、指示は、第１のキャ
リアタイプと第２のキャリアタイプとのために指定された周波数帯域に基づき得る。
【０１０２】
　[00119]さらに、ＵＥは、ブロック１４０６において、リソースの第１のセットまたは
リソースの第２のセットへの動作の制限を受信する。一構成では、この制限は、ページン
グオケージョンの監視のための制限である。別の構成では、この制限は測定の制限である
。
【０１０３】
　[00120]図１５は、例示的な装置１５００中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図である。装置１５００は、キャリアが第１のキャ
リアタイプであるか第２のキャリアであるかを示す指示モジュール１５０４を含む。装置
１５００はまた、リソースの第１のセットまたはリソースの第２のセットにＵＥの動作を
制限する制限モジュール１５０６を含む。装置１５００は送信モジュール１５０８を含む
。送信モジュール１５０８はキャリア上でリソースを送信する。キャリアは、送信モジュ
ール１５０８を介して送信される信号１５１２であり得る。リソースは、第１のキャリア
タイプに関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソース
の第２のセットとを含む。さらに、指示モジュール１５０４は、信号１５１２を介して指
示を送信するように送信モジュール１５０８を制御し得る。その上、制限モジュール１５
０６は、信号１５１２を介して制限を送信するように送信モジュールを制御し得る。本装
置は、図１３の上述のフローチャート中のプロセスのステップの各々を実行する追加のモ
ジュールを含み得る。したがって、図１３の上述のフローチャート中の各ステップは任意
のモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複
数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように
特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／
アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサ
による実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組
合せであり得る。
【０１０４】
　[00121]図１６は、例示的な装置１６００中の異なるモジュール／手段／構成要素間の
データフローを示す概念データフロー図である。装置１６００は、キャリア上でリソース
を受信する受信モジュール１６０６を含む。リソースは、第１のキャリアタイプに関連す
るリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセット
とを含む。キャリアは、受信モジュール１６１０において受信される信号１６１０であり
得る。装置１６００はまた、キャリアが第１のキャリアタイプであるか第２のキャリアタ
イプであるかを判断する判断モジュール１６０２を含む。この判断は、受信モジュールに
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おいて受信される信号１６１０を介して受信される指示に基づいて実行され得る。受信モ
ジュールはまた、信号１６１０を介して制限を受信し得る。この制限は、装置１６００の
動作をリソースの第１のセットまたはリソースの第２のセットに制限し得る。本装置は、
図１４の上述のフローチャート中のプロセスのステップの各々を実行する追加のモジュー
ルを含み得る。したがって、図１４の上述のフローチャート中の各ステップは１つのモジ
ュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複数を含
み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように特に構
成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／アルゴ
リズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる
実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組合せで
あり得る。
【０１０５】
　[00122]図１７は、処理システム１７１４を採用する装置１７００のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図である。処理システム１７１４は、バス１７２４によって概略
的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１７２４は、処理システム
１７１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス１７２４は、プロセッサ１７２２、モジュール１７０２、１
７０４、１７０６および、コンピュータ可読媒体１７２６によって表される１つまたは複
数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回路を互いにリンク
する。バス１７２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理
回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知
られており、したがって、これ以上説明しない。
【０１０６】
　[00123]本装置は、トランシーバ１７３０に結合された処理システム１７１４を含む。
トランシーバ１７３０は、１つまたは複数のアンテナ１７２０に結合される。トランシー
バ１７３０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理シス
テム１７１４は、コンピュータ可読媒体１７２６に結合されたプロセッサ１７２２を含む
。プロセッサ１７２２は、コンピュータ可読媒体１７２６に記憶されたソフトウェアの実
行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１７２２によって実行さ
れたとき、処理システム１７１４に、いずれかの特定の装置について説明された様々な機
能を実行させる。コンピュータ可読媒体１７２６はまた、ソフトウェアを実行するときに
プロセッサ１７２２によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【０１０７】
　[00124]処理システム１７１４は、キャリア上でリソースを送信するための送信モジュ
ール１７０２を含む。処理システム１７１４はまた、キャリアが第１のキャリアタイプま
たは第２のキャリアタイプのいずれかであることを示すための指示モジュール１７０４を
含む。処理システム１７１４はさらに、ＵＥの動作をリソースの第１のセットまたはリソ
ースの第２のセットに制限するための制限モジュール１７０６を含み得る。それらのモジ
ュールは、プロセッサ１７２２中で動作し、コンピュータ可読媒体１７２６中に常駐する
／記憶された、ソフトウェアモジュールであるか、プロセッサ１７２２に結合された１つ
または複数のハードウェアモジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得
る。処理システム１７１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、メモリ６６０、および／
またはコントローラ／プロセッサ６５９を含み得る。
【０１０８】
　[00125]図１８は、処理システム１８１４を採用する装置１８００のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図である。処理システム１８１４は、バス１８２４によって概略
的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１８２４は、処理システム
１８１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよ
びブリッジを含み得る。バス１８２４は、プロセッサ１８２２、モジュール１８０２、１
８０４および、コンピュータ可読媒体１８２６によって表される１つまたは複数のプロセ
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ッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な回路を互いにリンクする。バス
１８２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、
様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており
、したがって、これ以上説明しない。
【０１０９】
　[00126]本装置は、トランシーバ１８３０に結合された処理システム１８１４を含む。
トランシーバ１８３０は、１つまたは複数のアンテナ１８２０に結合される。トランシー
バ１８３０は、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信することを可能にする。処理シス
テム１８１４は、コンピュータ可読媒体１８２６に結合されたプロセッサ１８２２を含む
。プロセッサ１８２２は、コンピュータ可読媒体１８２６に記憶されたソフトウェアの実
行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１８２２によって実行さ
れたとき、処理システム１８１４に、いずれかの特定の装置について説明された様々な機
能を実行させる。コンピュータ可読媒体１８２６はまた、ソフトウェアを実行するときに
プロセッサ１８２２によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。
【０１１０】
　[00127]処理システム１８１４は、キャリア上のリソースのための受信モジュール１８
０２を含む。受信モジュール１８０２はまた、リソースの第１のセットまたはリソースの
第２のセットへの処理システム１８１４の動作の制限を受信し得る。処理システム１８１
４はまた、キャリアが第１のキャリアタイプであるか第２のキャリアタイプであるかを判
断するための判断モジュール１８０４を含む。それらのモジュールは、プロセッサ１８２
２中で動作し、コンピュータ可読媒体１８２６中に常駐する／記憶された、ソフトウェア
モジュールであるか、プロセッサ１８２２に結合された１つまたは複数のハードウェアモ
ジュールであるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理システム１８１４は
、ＵＥ６５０の構成要素であり得、メモリ６６０、および／またはコントローラ／プロセ
ッサ６５９を含み得る。
【０１１１】
　[00128]一構成では、ｅノードＢ６１０は、送信するための手段と、示すための手段と
、制限するための手段とを含むワイヤレス通信のために構成される。一態様では、送信手
段と、制限手段と、示す手段とは、送信手段と、制限手段と、示す手段とによって具陳さ
れた機能を実行するように構成された、コントローラ／プロセッサ６７５、メモリ６７６
、送信プロセッサ６１６、変調器６１８、および／またはアンテナ６２０であり得る。別
の構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成さ
れた任意のモジュールまたは任意の装置であり得る。
【０１１２】
　[00129]一構成では、ＵＥ６５０は、ワイヤレス通信のために構成され、受信するため
の手段を含む。一構成では、受信手段は、受信手段によって具陳された機能を実行するよ
うに構成された、コントローラ／プロセッサ６５９、メモリ６６０、受信プロセッサ６５
６、変調器６５４、および／またはアンテナ６５２であり得る。ＵＥ６５０はまた、判断
するための手段を含むワイヤレス通信のために構成される。一構成では、判断手段は、判
断手段によって具陳された機能を実行するように構成された、コントローラ／プロセッサ
６５９、メモリ６６０、および／または受信プロセッサ６５６であり得る。別の構成では
、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成された任意の
モジュールまたは任意の装置であり得る。
【０１１３】
　[00130]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロ
ック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関し
て説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装
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するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。当業者
は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決
定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない。
【０１１４】
　[00131]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプロ
グラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよ
うな構成として実装され得る。
【０１１５】
　[00132]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接
ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ
、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野
で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体は、プロセ
ッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プ
ロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッ
サおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐し得る。代
替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として常駐し得る
。
【０１１６】
　[00133]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで
実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒
体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任
意の媒体を含む通信媒体およびコンピュータ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用ま
たは専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定
ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ
、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁
気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード
手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎
用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることがで
きる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフト
ウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（
ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウ
ェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光
ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）お
よびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（di
sc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーデ
ィスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（
disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光
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学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１１７】
　[00134]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用す
ることができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明ら
かとなり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設
計に限定されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　キャリア上でリソースを送信することと、前記リソースが、第１のキャリアタイプに関
連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセ
ットとを含む、
　前記キャリアが前記第１のキャリアタイプまたは前記第２のキャリアタイプのいずれか
であることを示すことと、
　ユーザ機器（ＵＥ）の動作をリソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２の
セットに制限することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記第１のキャリアタイプがレガシーキャリアタイプを備え、前記第２のキャリアタイ
プが新しいキャリアタイプを備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記キャリアが通信のための周波数帯域である、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ４］
　使用されている実際の帯域幅とは異なる帯域幅を広告することをさらに備える、［Ｃ１
］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記動作がページングオケージョンを備え、リソースの前記第１のセットがリソースの
前記第２のセットから直交する、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ６］
　ネットワークローディングに少なくとも部分的に基づいてページングオケージョンを定
義することをさらに備える、［Ｃ５］に記載の方法。
［Ｃ７］
　第１のキャリアタイプＵＥについてページングオケージョンを監視するための少なくと
も１つの第１のサブフレームと、第２のキャリアタイプＵＥについてページングオケージ
ョンを監視するための少なくとも１つの第２のサブフレームとを定義することをさらに備
える、［Ｃ５］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第２のキャリアタイプＵＥが、前記第１のキャリアタイプＵＥと比較してページン
グ監視のために追加のサブフレームを使用する、［Ｃ７］に記載の方法。
［Ｃ９］
　新しいページングロケーションにマッピングするための新しいハッシング関数を定義す
ることをさらに備える、［Ｃ５］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記示すことが、前記キャリアを前記第２のキャリアタイプとして示すためにマスタ情
報ブロック（ＭＩＢ）またはシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中で予約済みビットを送信
することを備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記動作が、リソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２のセットを監視す
ることを備える、［Ｃ１］に記載の方法。
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［Ｃ１２］
　前記リソースがサブフレームまたはサブバンドを備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１３］
　キャリア上でリソースを受信することと、前記リソースが、第１のキャリアタイプに関
連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２のセ
ットとを含む、
　前記キャリアが前記第１のキャリアタイプであるか前記第２のキャリアタイプであるか
を判断することと、
　リソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２のセットへの動作の制限を受信
することと
を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１のキャリアタイプがレガシーキャリアタイプを備え、前記第２のキャリアタイ
プが新しいキャリアタイプを備える、［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記キャリアが通信のための周波数帯域である、［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記動作がページングオケージョンを備え、リソースの前記第１のセットがリソースの
前記第２のセットから直交する、［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記判断することは、前記キャリアが前記第２のキャリアタイプであることを示すため
のマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）またはシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中の予約済みビ
ットに少なくとも部分的に基づく、［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記動作が、リソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２のセットを監視す
ることを備える、［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記リソースがサブフレームまたはサブバンドを備える、［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ２０］
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　キャリア上でリソースを送信することと、前記リソースが、第１のキャリアタイプに
関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２の
セットとを含む、
　　前記キャリアが前記第１のキャリアタイプまたは前記第２のキャリアタイプのいずれ
かであることを示すことと、
　　ユーザ機器（ＵＥ）の動作をリソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２
のセットに制限することと
　を行うように構成される、
ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２１］
　前記第１のキャリアタイプがレガシーキャリアタイプを備え、前記第２のキャリアタイ
プが新しいキャリアタイプを備える、［Ｃ２０］に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記キャリアが通信のための周波数帯域である、［Ｃ２０］に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、使用されている実際の帯域幅とは異なる帯域幅を
広告するようにさらに構成された、［Ｃ２０］に記載の装置。
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［Ｃ２４］
　前記動作がページングオケージョンを備え、リソースの前記第１のセットがリソースの
前記第２のセットから直交する、［Ｃ２０］に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、ネットワークローディングに少なくとも部分的に
基づいてページングオケージョンを定義するようにさらに構成された、［Ｃ２４］に記載
の装置。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、第１のキャリアタイプＵＥについてページングオ
ケージョンを監視するための少なくとも１つの第１のサブフレームと、第２のキャリアタ
イプＵＥについてページングオケージョンを監視するための少なくとも１つの第２のサブ
フレームとを定義するようにさらに構成された、［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第２のキャリアタイプＵＥが、前記第１のキャリアタイプＵＥと比較してページン
グ監視のために追加のサブフレームを使用する、［Ｃ２６］に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、新しいページングロケーションにマッピングする
ために新しいハッシング関数を定義するようにさらに構成された、［Ｃ２４］に記載の装
置。
［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記キャリアを前記第２のキャリアタイプとして
示すためにマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）またはシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中で予
約済みビットを送信することによって示すようにさらに構成された、［Ｃ２０］に記載の
装置。
［Ｃ３０］
　前記動作が、リソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２のセットを監視す
ることを備える、［Ｃ２０］に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記リソースがサブフレームまたはサブバンドを備える、［Ｃ２０］に記載の装置。
［Ｃ３２］
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　キャリア上でリソースを受信することと、前記リソースが、第１のキャリアタイプに
関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第２の
セットとを含む、
　　前記キャリアが前記第１のキャリアタイプであるか前記第２のキャリアタイプである
かを判断することと、
　　リソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２のセットへの動作の制限を受
信することと
　を行うように構成される、
ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ３３］
　前記第１のキャリアタイプがレガシーキャリアタイプを備え、前記第２のキャリアタイ
プが新しいキャリアタイプを備える、［Ｃ３２］に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記キャリアが通信のための周波数帯域である、［Ｃ３２］に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記動作がページングオケージョンを備え、リソースの前記第１のセットがリソースの
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前記第２のセットから直交する、［Ｃ３２］に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記キャリアが前記第２のキャリアタイプである
ことを示すためのマスタ情報ブロック（ＭＩＢ）またはシステム情報ブロック（ＳＩＢ）
中の予約済みビットに少なくとも部分的に基づいて判断するように構成された、［Ｃ３２
］に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記動作が、リソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２のセットを監視す
ることを備える、［Ｃ３２］に記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記リソースがサブフレームまたはサブバンドを備える、［Ｃ３２］に記載の装置。
［Ｃ３９］
　キャリア上でリソースを送信するための手段と、前記リソースが、第１のキャリアタイ
プに関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第
２のセットとを含む、
　前記キャリアが前記第１のキャリアタイプまたは前記第２のキャリアタイプのいずれか
であることを示すための手段と、
　ユーザ機器（ＵＥ）の動作をリソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２の
セットに制限するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ４０］
　キャリア上でリソースを受信するための手段と、前記リソースが、第１のキャリアタイ
プに関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連するリソースの第
２のセットとを含む、
　前記キャリアが前記第１のキャリアタイプであるか前記第２のキャリアタイプであるか
を判断するための手段と、
　リソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２のセットへの動作の制限を受信
するための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ４１］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
グラム製品が、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体
を備え、前記プログラムコードは、
　キャリア上でリソースを送信するためのプログラムコードと、前記リソースが、第１の
キャリアタイプに関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連する
リソースの第２のセットとを含む、
　前記キャリアが前記第１のキャリアタイプまたは前記第２のキャリアタイプのいずれか
であることを示すためのプログラムコードと、
　ユーザ機器（ＵＥ）の動作をリソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２の
セットに制限するためのプログラムコードと
を備える、
コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４２］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータプロ
グラム製品が、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体
を備え、前記プログラムコードは、
　キャリア上でリソースを受信するためのプログラムコードと、前記リソースが、第１の
キャリアタイプに関連するリソースの第１のセットと、第２のキャリアタイプに関連する
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　前記キャリアが前記第１のキャリアタイプであるか前記第２のキャリアタイプであるか
を判断するためのプログラムコードと、
　リソースの前記第１のセットまたはリソースの前記第２のセットへの動作の制限を受信
するためのプログラムコードと
を備える、
コンピュータプログラム製品。
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